
ひょうご産業活性化センター通信明日へ飛躍する企業をサポート

　草刈り機を製造する小林産業は6年前に新発想の草
刈り機用カッターで市場に新規参入しました。「ひょうご・
神戸チャレンジマーケット」で発表したことにより、新たな
顧客を獲得。販路の拡大につながっています。
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取り組む中小企業などに対し、
ビジネスプランの発表を通じ
て金融機関や一般企業等と
マッチングを行うチャンスを提
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活性化センター・カレンダー

支援ネットのひろば

◦情報カレンダー

◦兵庫県信用保証協会かわら版
　�地域創生キャンペーン
のご案内

ビジネスサポート
兵庫県香港経済交流事務所
セミナーレポート
顧問型プロ人材活用セミ
ナーを開催
成長期待企業のイチオシ！
植山織物株式会社
播州織

P8

今月の支援メニュー
ひょうご・神戸

チャレンジマーケット





JUMP 3

利用者の声を反映した
新発想の草刈り機
安全、軽量で楽に扱えると好評
さらに販路拡大を目指す

ナイロンカッターの欠点を克服
　同社は6年前、草刈り機のカッター
市場に新たに参入しました。開発に取
り組んだナイロン製のカッターは、円形
をしたヘッドの中心部から2本のナイロ
ンロープが伸び、ヘッドの回転によって
生まれたロープの遠心力によって草を
刈ります。市場で主流を占める金属製
刃物タイプと比べると、安全性が極め
て高いことが最大の特長です。
　ただしナイロンカッターも課題を抱え
ていました。ロープが回転する際に草
が当たることによって大きな抵抗が生
じるため、ロープの摩耗が早く、すぐに
交換しなければいけませんでした。ま
た、抵抗の反作用によって作業者が
操縦時に左右に振られてしまうという

欠点も抱えていました。そこで、小林正
範社長は抵抗を抑えるために、ヘッド
の下に直径数十㌢の円板を取り付け
ることによりロープの先端2、3㌢だけが
草に触れるような機構に改良しました。
　「実際に草を刈っているのはロープ
の先端部分なので、抵抗を大きく減ら
すことができ、切れ味が増すことになり
ました。また小さなエンジンでも回転さ
せられるため、軽量化にもつながりま
した」
　「価値あるものは相応の価格で」
と、平均3,000円程度の従来品を大き
く上回る1万円超の価格で、恐る恐る
試作品を農家に試してもらったところ
あっという間に完売し、「プラッター」の
名前で商品化。初年度で1万台を販

売することがで
きました。
　次に取り組
んだのが、草刈
り機本体の開
発です。コンセ
プトは「非力な
女性でも楽に
扱えること」で
した。従来品と
比べ、エンジン
部分を小型化

することで軽量化を図り、本体を持ち
上げることなく車輪の付いた本体を前
に押し進めるだけで草が刈れるように
しました。さらに、柄の部分を折り畳め
る構造にして運びやすくしました。「バロ
モア」の商品名で2015年に発売した
ところ、初年度で1,000台を売るヒット
商品となりました。今年は23㏄と27㏄
エンジンの2機種を発売し、4,000台
の販売を見込んでいます。

チャレンジマーケットで販路拡大
　現在の主要な販路はJAやホームセ
ンター、農機具販売店などですが、
「農業向けだけでなくさまざまな販路を
開拓したい」と考え、このたび、ひょう
ご・神戸チャレンジマーケットに参加し
ました。10月4日に開催されたプレゼン
テーションには、事前にひょうご産業活
性化センターが声を掛けていた姫路
市内のゴルフ場運営会社の担当者も
出席していました。小林社長らは、早
速翌5日に現地を訪ねてデモンストレ
ーションを実施。すぐ採用が決まりまし
た。「私たちが想定していないような市
場がまだあるはず。客観的な視点で
販路になりそうな会社につないでいた
だけることはとても助かります」と小林
社長は話します。ナイロンカッター「プラッター」（手前）と草刈り機「バロモア」
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あった、あった、ここや。

えらい大きい会社やなあ、

ドキドキしてきたわ。

あかん、

鎮まれ心臓

営業マンに弱気は禁物、

最初が肝心や。

「はじめまして。

カワサキと申します」

名刺を交換したら

お付き合いの始まり。

小さな紙片から

どんだけ仕事が広がるか、

さあ、ガンバルぞぉ〜！

それが、

わたしたちのしごとです。

初めて出会った

人と人とを

つなぐ。
h t tp : / /www.kobenp -p r i n t i ng . co . j p /
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　同社が大切にしているのは現場の
声。「毎年展示会などを通じて約１万
人の農家の人と話をしており、その中
から次の開発のヒントが生まれます」。

実際に寄せられた「斜面でも使いや
すい草刈り機を」との要望に応え、柄
に付いていたエンジンをヘッド上部に
付け替え、柄を伸縮できるようにした、

斜面でも刈りやすい新機種を発売す
る予定です。ユーザー視点に立った商
品開発により、市場での存在感がさら
に増すことになりそうです。

所在地　神戸市西区上新地3-10-7
代表取締役社長　小林正範

事業内容　草刈り機、草刈り機用ナイロンカッターの製造・販売
TEL 078-969-1563

会社概要
有限会社小林産業

あなたの会社のビジネスプランを応援します
資金調達や販路開拓のチャンスが広がります

支援メニュー講座 ひょうご・神戸チャレンジマーケット

問い合わせは ひょうご産業活性化センター創業推進部 新事業課 078-230-8110

　創業・第二創業、経営革新に取り組む中小企業・ベン
チャー企業・個人事業主が、ビジネスプランの発表を通じ
て、金融機関や一般企業等との幅広いマッチング（資金
調達や販路開拓等）を行うチャンスを提供するものです。
　応募者の中から選定された企業・個人が、「ひょうご・
神戸チャレンジマーケット」において、ビジネスパートナー
を求めて参加する金融機関・ベンチャーキャピタル・大手
百貨店等の前でビジネスプランのプレゼンや個別商談を
行います。

◦�個別ではアポを取るのも困難な有力企業や
金融機関等にビジネスプランを聴いてもらうこ
とができ、取引のチャンスが広がります。
◦プレゼン資料（パワーポイント）作成の個別
指導に助成が受けられます。また、プレゼン
資料は後の営業ツールとして活用できるた
め、営業の幅が広がります。
◦�各種支援メニューにより、事業化を側面から
サポートします。

制度概要 メリット

第26回 「ひょうご・神戸チャレンジマーケット」
2017年2月16日（木）・17日（金）開催予定

現在、「プレゼン企業」のビジネスプランを募集中
※11月18日（金）締め切り
詳しくはHP（http://web.hyogo- i ic .ne . jp/k igyo/
challengemarket）をご覧ください

ひょうご・神戸
チャレンジマーケット

今月の支援メニュー
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C A L E N D A RC A L E N D A R
　有望なビジネスプランを有し、兵庫県内において起業等にチャレンジする方を支援するための無利子貸付金です。
ご利用に際しては、受付期間内に必要書類をひょうご産業活性化センターまで持参または郵送で提出してください。

【利用方法】ひょうご・神戸チャレンジマーケットの申し込みと同時に貸付申請書等が必要です。できるだけ事前に
ご相談ください。

※詳細についてはHP（http://web.hyogo-iic.ne.jp/kigyo/challengekasituke）をご覧ください
【問い合わせ先】(公財)ひょうご産業活性化センター　創業推進部　投資育成課
　　　　　　　 078-230-9435 078-230-8391

ひょうごチャレンジ起業支援貸付（無利子）のご案内

　ひょうご産業活性化センターでは、皆さんに役立つセミナーや各種行政情報などをメールマガジンで配信しています。
登録料は無料ですので、ぜひご登録ください。

【配信日】毎月1日、16日（土日祝日の場合は翌営業日）
【登録方法】

①�e-mlhedDB@xpressmail.jpもしくは、HP 
（http://www.xpressmail.jp/hyogo_iic/
index.html）のQRコード宛てにメールを送信し
てください（タイトル、本文は不要です）

②�登録用メールが30分以内に届きます。免責事
項をご確認の上、メール本文に記載された登
録用URLをクリックし、配信希望情報等を入力
してください

※30分以内にメールが届かない場合には、メール
が受信できる設定になっていない可能性がありま
す。お使いの携帯電話の設定をご確認後、再度
最初から操作してください

【問い合わせ先】企画経営室　企画管理課
　 078-230-8040 078-291-8524

受付締切 11月18日（金）16：00必着

対象者 当センターが実施するひょうご・神戸チャレンジマーケットに申し込みをする企業であること、その他条件あり（詳
細についてはHPをご覧ください）。

対象分野 健康、生活文化、情報通信、環境・エネルギー、ナノテクノロジー・新製造技術・新素材、輸送・物流、ビジネス
サポート、防災・安全等

貸付限度額 1,000万円（貸付額は万単位、最低貸付金額は100万円）
貸し付け割合 必要経費の70％以内（30％以上の自己資金が必要）　※左記または貸付限度額の低い方が貸付額の上限
貸付利率 無利子
貸付期間 10年以内（うち3年据え置き）、半年賦償還
資金使途 運転資金・設備資金
連帯保証人 原則として代表者保証のみ（個人事業主の場合は連帯保証人不要）
留意事項 貸付の可否は審査会で決定　※審査状況により貸付条件が付加される場合あり

メールマガジン登録受付中
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「中小企業支援ネットひょうご」には、技術・金融・雇
用など、専門能力の高い団体が勢ぞろい。技術やノ
ウハウを総動員して、経営課題を解決！

　スマートでコンパクトな地域の創生を目指し、「エコミュ
ージアム」の概念や「スマートコミュニティ」への取り組み
の先進事例などを幅広いジャンルのゲストをお招きして
紹介します。
▶日時：11月24日（木）13：30～16：40
▶場所：尼崎市中小企業センター１階ホール（尼崎市昭和通2-6-68）
▶内容：
　開会セレモニー　開会挨拶　稲村和美氏　尼崎市長
　オープニング　「『産学公民』によるECO未来都市への取組み」
　　　　 　　　　廣常啓一氏
　　　　　 　　　（株）新産業文化創出研究所　代表取締役所長
　ラウンドテーブルディスカッション
　　◦第1部「水素エネルギー最前線！」
　　◦第2部「『スマートコミュニティ』の実現を支えるアクションプラン」
　クロージング
　　「『エコミュージアム構想』推進のために」廣常啓一氏
▶参加費：無料
▶申込締め切り日：11月14日（月）
※�詳細についてはHP（http://www.ama-in.or.jp/about/eco01.html）

をご覧ください
▶�問い合わせ先：公益財団法人尼崎地域産業活性化機構
　 06-6488-9501　 06-6488-9525

　神戸開業支援コンシェルジュチームでは創業予定
者、創業して間もない方を対象にKOBE大創業者祭
2016を開催します。
▶日時：11月15日（火）13：30～17：00、交流会16：00～17：00
▶場所：神戸市産業振興センター　9階
　　　　（神戸市中央区東川崎町1-8-4）

▶内容：
　1部　基調講演「クリエイティブ経営」
　　　  講師：岡崎忠彦氏　（株）ファミリア　代表取締役社長
　2部　参加者らによる事業プレゼンテーション（15社、事前予約）
　3部　交流会
▶対象：創業予定の方、創業して間もない方
▶定員：80人（先着順）
▶参加費：2,000円（税込み、交流会費含む）
※�申し込み方法など詳細についてはHP（http://www.kobe-ipc.or.jp/

up_tp/tp_file_1364_78095681.pdf）をご覧ください
▶�問い合わせ先：日本政策金融公庫　神戸創業支援センター
　 078-341-5135

　マネジメントゲームは、受講者一人一人が経営者とし
て会社を設立し、人材採用・設備投資・生産・販売な
ど経営活動をシミュレートする体験型のマネジメントスキ
ル育成手法です。今回は１年間の経営を模擬体験しま
す。参加者のペースに合わせて進めますので、初めての
方や、製造業以外の方も安心してご参加いただけます。
▶日時：11月26日（土）13：30～16：30
▶場所：明石市立産業交流センター　3F　情報ライブラリー
　　　　（明石市大久保町ゆりのき通1-4-7）
▶内容：マネジメントゲーム体験
　�専用のゲーム盤を用いて、競合企業の戦略や経営環境の変化など

を受けながら、事業の成長を目指し経営判断を行います。
▶講師：山本義明氏　山本経営労務サポート代表　中小企業診断士
▶定員：12人
▶参加費：1,000円（資料代）
▶�申込締め切り日：11月19日（土）午前中まで
※�申し込み方法など詳細についてはHP（http://www.aicc.or.jp/

topics/405227/）をご覧ください
▶問い合わせ先：NPO法人 技術者集団ACT135明石　山本
　 090-3057-9357

情報カレンダー Information Calendar

挑戦する
企業の
応援団

「尼崎市市制100周年シンポジウム　産業×環境＝
エコミュージアムシティへと進化する尼崎」のご案内

「KOBE大創業者祭2016～創業に
必要なもの、たくさん見つかります～」のご案内

「マネジメントゲーム体験セミナー　製造業編」
のご案内

　この解説は、(株)ＴＫＣ、および兵庫県内ＴＫＣ会員事務所の資料提供協力により作成されたものです。業種別
企業業績動向速報は、ひょうご産業活性化センターホームページ（http://web.hyogo-iic.ne.jp/）をご覧ください。

　2016年9月の県下中小企業の業績動向は
次の通り。調査対象企業3,602社のうち、黒
字企業は半数をやや上回る51.0％の1,839
社である。全産業の純売上高は、対前年同
月比97.7％と減少した。これを業種別に見る
と、建設業が100.7％、不動産業が100.5%と
全年をやや上回り、一方、卸売業が99.3％、
宿泊業・飲食業が99.3%、運輸・郵便業が
99.2%、製造業が97.8％、小売業が94.3％、
情報通信業が92.4％、サービス業が89.0％と
前年を下回っている。
　また、全産業の売上総利益率は26.2％で
対前年同月比101.9％、売上高経常利益率
は3.2%で対前年同月比103.2％である。売
上高は対前年同月比で減少したが、売上総
利益率、売上高経常利益率ともに、前年より

も改善している。
【情報通信業】調査対象企業46社中、黒字
企業は19社で黒字企業比率は41.3％であ
る。純売上高は、対前年同月比で92.4％と
減少している。売上高総利益率は50.7％で
対前年同月比102.6％とやや改善。しかし、
売上高経常利益率は0.9％で対前年同月比
42.8％とかなり減少している。売上高の減少
に比例し、経常利益も減少している。

【運輸・郵便業】調査対象企業162社中、黒
字企業は98社で黒字企業比率は60.4％で
ある。純売上高は、対前年同月比で99.2％と
減少した。売上高総利益率は26.7％で対前
年同月比105.5％と増加している。売上高経
常利益率は4.1％で対前年同月比128.1％と
改善。原油安で利益率が改善していることが

うかがえる。
【小売業】調査対象企業538社中、黒字企業
は229社で黒字企業比率は42.5％である。
純売上高は、対前年同月比で94.3％と減少
している。売上高総利益率は28.6％で対前
年同月比103.2％と増加。売上高経常利益
率は1.3％で対前年同月比100.0％と横ば
い。売上高は減少しているが、売上高総利
益率は改善している。

【宿泊業・飲食業】調査対象企業151社中、
黒字企業は52社で黒字企業比率は34.4％で
ある。純売上高は、対前年同月比で99.3％と
減少している。売上高総利益率は60.7％で対
前年同月比99.0％と減少。業種別売上高で
は宿泊業が対前年同月比100.2％とやや増加
しているが、飲食業は98.1％と減少している。

県内業種別企業業績動向速報解説
ＴＫＣ近畿兵庫会
姫路支部・税理士

山本 清尊
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兵庫県信用保証協会かわら版 News form CGCH

http://www.hosyokyokai-hyogo.or.jp

地域創生キャンペーンのご案内
　当協会は、活力ある地域社会づくりに貢献するため、創業や事業の拡張を目指す皆さまの元気につながる取組みと
して、11月1日より「地域創生キャンペーン」を開始しました。
　この機会にぜひ信用保証をご利用ください。

創業をお考えの方、また創業して間もない方の保証料を割引します。
また、女性、30歳未満の方、55歳以上の方はさらに保証料を割引します。

保証協会を初めてご利用される方を対象に保証料率の割引を行う新商品「スタートライン」を創設しました。
過去にご利用の実績があり、申込時点で保証付融資の残高が無い方もご利用いただけます。

●地域活性化保証「スタートライン」の概要

※創業関連保証との併用について
　現在実施中のチャレンジサポートキャンペーンでは、「創業関連保証」をご利用いただく際の保証料率を割引しています。「創業
関連保証」と「創業等関連保証」を併用していただくことで、最大2,500万円までの保証利用が可能となります。

≪キャンペーン内容≫

対象となる方
創業する方または創業後5年未満の方で、「創業等関連保証」を利用される方
※�創業計画段階にあり事業に未着手の方は、借入金額と同等の自己資金を有していることが要件になり
ます。

保証限度額 1,500万円（創業関連保証との併用※が可能です）

保 証 期 間 10年以内（据置期間1年以内） 連帯保証人 法人代表者を除き不要

担 保 不要

保 証 料 率 ●通常の保証料率1.0％を0.6％に割引
●女性、30歳未満の方、55歳以上の方は、通常の保証料率1.0％を0.5％に割引

対象となる方 保証申込時点で当協会の保証付融資残高が無い方

保証限度額 2億8,000万円（組合の場合は4億8,000万円）
《一般の普通保険2億円（組合の場合は4億円）および無担保保険8,000万円の範囲内となります》

保 証 期 間 10年以内（据置期間1年以内） 連帯保証人 原則として、法人代表者を除き不要

担 保 必要に応じて提供していただきます

保 証 料 率

通常の保証料率より平均20％割引
≪割引後の保証料率≫

創 業 支 援

地域活性化支援

区　分
貸借対照表あり 貸借対照表

なし① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

責任共有
保証料率 1.70％ 1.50％ 1.30％ 1.10％ 0.92％ 0.77％ 0.61％ 0.45％ 0.31％ 0.92％

※上記は制度の概要であり、詳細は当協会の担当部署へお問い合わせください（担当部署についてはホームページをご覧ください）。
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見本市のメッカ香港を拠点にアジアへ展開
　アジアの中心に位置する香港は、歴史的に交易と金融の中心として発展してきました。年間約6,000万ともいわれる域
外からの来訪者があり、交流人口の多さがその魅力と活力を増幅させています。また、関税障壁がない上に富裕層が多
い有望市場の香港は、成長著しいアジアにおける見本市のメッカともなっています。兵庫県香港経済交流事務所は、そ
の香港を拠点に本県の持つ魅力の発信や、県内企業・団体の皆さまのアジア展開の支援に取り組んでいます。ここでは
当事務所が出展している特徴的な事業例についてご紹介します。

兵庫県香港経済交流事務所
Hyogo Business & Tourism Centre（HK）

兵庫県香港経済交流事務所（Hyogo Business & Tourism Centre（HK））
Unit 506, 5/F, Tower 2, Lippo Centre, 89 Queensway, Admiralty, Hong Kong
（+852）2110 4570  （+852）2110 4571  http://www.hyogobtc.com.hk

（２）香港フードエキスポ（Hong Kong Food Expo 2016）
　日本の農林水産物・食品の最大の輸出先である香
港は、日本食が広く普及し、また食におけるレベルの高
さから競争も激しくなっています。安全で高品質な県産
農畜水産物の新たな販路開拓の一環として、香港を基
点に、東アジア、さらには東南アジアへの輸出促進を図
るため、アジア最大級の国際総合食品見本市「香港フ
ードエキスポ」に、本県と県内事業者の皆さまで構成する
「ひょうごの美味し風土拡大協議会」が出展しました。
　同協議会からは、県産米、乾燥ナマコ、牡蠣製品、手
延べそうめんなどに関連する企業・組合の皆さまが出
展され、ブースに訪れたバイヤーと密に商談をされたほ
か、一般来場者にも食品を振る舞うなど、PRに余念が
ありませんでした。
　と　き：2016年８月11日（木）〜13日（土）
　出展者：25カ国1,400社・団体（うち日本から320社・団体）
　来場者：約490,000人

　今後も当事務所では香港を拠点に、さまざまな機会
を捉えて本県の魅力を発信するとともに、県内企業・団
体の皆さまのアジアへの展開を支援してまいります。

（１）香港ブックフェア（Hong Kong Book Fair 2016）
　日本のポップカルチャーが浸透し、多くのアニメファン
を有する香港における最大の本の展示会「香港ブック
フェア」に本県が出展しました。ソフトパワーの重要性が
叫ばれる中、昨年度に続いて２回目の出展となる今回
は、本県ゆかりの漫画家である手塚治虫、横山光輝両
先生の作品を柱としたブースを設け、来場者に県内各
地の魅力を発信して、誘客促進を図りました。
　ここでは展示作品に関係する各プロダクションのほ
か、宝塚市立手塚治虫記念館、県内大手書店、市町等
の協力を得て、マンガの閲覧展示に加えてご当地キャ
ラクターのぬいぐるみ・マスコットがにぎわいを添えまし
た。これらの展示・PRにより、本県ブースは県内市町や
関連企業・団体のプラットフォームとしての機能を発揮
し、多くの来場者にその魅力をお伝えすることができま
した。中でも「鉄人28号」の塗り絵は、夏休みに入った
子どもたちとその家族に大いに喜ばれ、熱中する姿が
大変印象的でした。
　と　き：2016年７月20日（水）〜26日（火）
　出展者：兵庫県ほか640社・団体以上
　来場者：約1,020,000人

ビジネス サポート  Business Support
海外での事業展開を支援する拠点事務所を紹介します。

香港ブックフェアでのプレゼン

香港フードエキスポでにぎわう兵庫県ブース
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顧問型プロ人材活用セミナーを開催
新たな採用形態「顧問型」を実例に基づき紹介
　中小企業の人材採用を支援するための拠点として、2015年12月1日に発足したひょうご専門人材相談センター。
9月15日には、事業拡大を考えている経営者や人材に課題を抱える企業の人事担当者などを対象に、「顧問型」と
いう採用形態への認識を深める「顧問型プロ人材活用セミナー」を神戸市内で開催しました。

　開会に先立ち、あいさつに立ったひょうご産業活性
化センターの榎本輝彦理事長は「今、人手不足が大
きな経営課題となっており、専門的な技術や知識を持
つ人材の短期採用を考えるべき段階に来ている。本
日のセミナーがこれからの人材活用の在り方について
の新しい発見や気付きの場となることを期待している」
と述べました。
　セミナーではまず、ひょうご専門人材相談センター
の亀井芳郎戦略マネージャーが中小企業の人材採用
の現状に触れた後、同センターの具体的な活動内容
とメリットを説明。多くの中小企業が持つ人材採用の
課題として「あまりコストをかけられない」「公的な相
談相手がいない」などを挙げ、「センターでは5人の
マネージャーが無料で経営者と面談を行い、人材ニ
ーズを明確化し、多様なサービスと人材を保有する民
間の人材ビジネス事業者との仲介を行っている」と取
り組みを話しました。
　次に、同
センターに
登録してい
る人材ビジ
ネス事業者
の一つであ
る株 式 会
社サーキュ
レーションの執行役員、福田悠氏が登壇。同社が提
供する「顧問型」サービスに関して「プロジェクトの
内容に応じて適任と思われる専門的な人材を一定期
間、非常勤として週に何度か勤務させるという雇用形
態。これにより人材採用におけるコストを抑え、かつ

必要な人材をフレキシブルに活用することができる」と
解説しました。さらに、中小企業が優秀な人材を得る
ためには「内部の人材を育てる」「民間の人材会社
のサービスを利用する」など複数の選択肢を持つこと
と、フリーランス、女性、シニア層などさまざまな働き
手をうまく経営に生かしていくことが重要であると付け
加えました。
　続いて、実際に「顧問型」で人材を活用した株式
会社ワールド・ワン取締役の羽場洋介氏と雇用された
阿部洋士氏に、亀井戦略マネージャーと福田氏を加
えた4人によるパネルディスカッションが行われました。
　飲食店経営の経験を持つ阿部氏は、今年2月から
約半年間、ワールド・ワンの新店舗出店や人材採用
の支援を担当。共にプロジェクトに取り組んだ羽場氏
は「外部からプロフェッショナルを雇ったことで客観性
と信頼性の高い意見が聞け、短い間により具体的で
実際的な支援を受けられた」とメリットを述べ、また、
専門家を活用するに当たっては「意識面も含めて社
内で受け入れ態勢を整えることが大切」と話しました。
　最後に、参加者からの質問を受け付け、「一般のコ
ンサルティング会社の支援と顧問型ではどちらが有効
か」という問いに「目的と費用に応じて使い分けを」と
回答。会場
には 約50
人が詰め掛
け、人材採
用の多様な
形について
見識を深め
ました。

セミナーレポート

福田氏（左）と亀井戦略マネージャー

羽場氏（左）と阿部氏
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海外ブランドとの取引を強化し
伝統的織物を世界に発信
IT活用でグループ効率化

播
州
織

植
山
織
物
株
式
会
社

　アパレル業界の不振に加え、海外産地
との競争で播州織を取り巻く環境が年々
厳しさを増す中、同社はグループ力と柔
軟な発想力で業績を伸ばしています。
　整経（タテ糸を準備する工程）、サイジ
ング（糊

のり

付け）、染色、製織、加工（生地
の風合い出し）など、分業体制で成り立
つ播州織の産地にあって、染色、加工を
除く全ての工程を自社で担う同社。産地
最大規模を誇る工場には新旧110台以
上の織機が並び、機種を使い分けなが
らデザインや色合い、風合いに至るまで
メーカーからの細かい要求に応えていま
す。また、倉庫にはシャツに換算して100
万着分以上の生地の在庫があり、自社
企画商品による提案型営業を行ってい
ることも特長です。
　こうした強みを武器に、2007年から海
外展開に打って出ました。欧米、アジアに
拠点を構え、バーバリーやポロ・ラルフロ
ーレンなどの一流ブランドに生地を卸し、

海外の売上比率は20%にまで増えまし
た。「自由にチャレンジできる社風」から
貪欲に新事業にも挑戦。近年手掛けた
自社ブランドのシャツ、ジャケットは国内の
人気セレクトショップに並んでいます。
　植山展行社長は11年、先代の急逝に
伴い、26歳の時に大手ビジネス機器メー
カーを退職し戻ってきました。「スペックの
定められた機器と違い、播州織は五感で
ものづくりを行う全く異なる世界」でした
が、そこに会社員時代に蓄積したノウハ
ウを移入していきます。その一つがIT化。
グループ企業それぞれで抱えていた生
地情報を一括管理して無駄をなくすとと
もに、倉庫にある生地の一つ一つにICタ
グを付け管理することによって業務の大
幅な効率化につなげています。「播州織
は、長い伝統に裏打ちされた文化として
世界から評価を受けています。これらを
発信し続けていくことで地元に貢献して
いきたい」と力強く語ります。

成長期待企業
イチオシ！

中小企業支援ネットひょうごは成長性を見
込んだ企業を「成長期待企業」として選定
し、複合的な支援を実施。頑張る企業が誇
る製品を紹介します。

の

2016年11月号 平成28年10月30日発行
発行人：榎本輝彦　編集人：角　正憲

「成長期待企業のイチオシ！」に登場いただいた植山
織物の工場の床面には木が敷かれています。「作業者
の体の負担を和らげるため」で、外国から来る一流ブ
ランドの経営者はそのような配慮に感心するとのこと。
ここ10年で離職者も一人にとどまっているそうです。

編集後記

発行所 公益財団法人ひょうご産業活性化センター
http://web.hyogo-iic.ne.jp/

神戸市中央区雲井通５-３-１ サンパル６階
０７８-２９１-８５２６

ひょうご産業活性化センター通信
明日へ飛躍する企業をサポート

植山織物株式会社／所在地：多可町八千代区仕出原681／代表取締役：植山展行
事業内容：綿スフ織物業

0795-37-1135／ http://www.ueyama.net

◎植山織物株式会社の
　播州織

整経からスタートする工程新旧さまざまな織機が並ぶ工場
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